
ⅡⅡ．．放放射射性性同同位位元元素素管管理理ググルルーーププ  
学内や周辺地域の環境保全を達成するために、学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理、

ＲＩ有機廃液の焼却、環境放射能動向調査などの実務を担当している。当施設から出るＲＩ排

水だけでなく、東広島キャンパス内のＲＩ施設である工学研究科、統合生命科学研究科、総合

科学研究科の放射線施設から出るＲＩ排水を受け入れ、排水処理ののち放流を行っている。こ

れは東広島市との協定に基づくものであり、地域社会の環境保全を図る上で、重要な業務とな

っている。また、浄化した後に放流したＲＩ排水が環境へ影響を与えていないことを確認する

ために、定期的に環境水（下水と池水）の放射能測定を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－１．放射線管理活動状況 
【各種研修会への参加】 
放射性同位元素等の使用は法律が密接に関係している。アイソトープ総合部の教職員は各種

研修会や講習会に出席し、法令改正などに関する最新の動向を調査している。また各種研修会

等に講師として参加し、学外の放射線施設の教職員と情報交換を行い、このようにして得た情

報を学内の放射線施設管理者へ提供し、さらに、教育訓練等に反映することで、広島大学の放

射線利用における安全管理の向上に努めている。 

令和４年度の各種研修会等への参加状況は以下のとおり。 

 
●全国関連 
◆第45回国立大学アイソトープ総合センター長会議 
会期：令和4年6月3日（金） 
会場：オンライン開催 
主催：新潟大学 

 
◆第18回日本放射線安全管理学会6月シンポジウム（2022） 
 会期：令和4年6月16日（木） 
 会場：オンライン開催 
 主催：一般社団法人 日本放射線安全管理学会 
 共催：一般社団法人 日本保健物理学会 
 
 
 
 
 

アイソトープ総合部にある貯留槽 (左)と浄化設備 (右) 
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◆令和4年度 大学等における放射線安全管理研修会 
 会期：令和4年9月27日（火） 
 会場：オンライン開催 
 主催：一般社団法人日本放射線安全管理学会 
 共催：一般社団法人 日本保健物理学会 
 
◆令和4年度放射線安全取扱部会年次大会（第 63 回放射線管理研修会） 
 会期：令和4年10月 13日（木）～14日（金） 
 会場：オンライン開催 
 主催：公益社団法人日本アイソトープ協会放射線安全取扱部会 
 
◆第4回日本保健物理学会・日本放射線安全管理学会合同大会 
 日本放射線安全管理学会第21回学術大会 
 会期：令和4年11月 24日（木）～ 26日（土） 
 会場：九州大学椎木講堂 
 主催：一般社団法人 日本保健物理学会、一般社団法人 日本放射線安全管理学会 
 
●その他 
◆放射線安全取扱部会 令和 4年度第26回中国・四国支部研修会 
会期：令和5年3月3日（金） 
会場：オンライン開催 
主催：放射線安全取扱部会 中国・四国支部 
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【排水管理状況】 

◆環境放射能測定 

 当部では広島大学東広島キャンパスから出るＲＩ排水の周辺環境への影響を調べるために、

三ヶ月に一度環境水の測定を行っている。測定目的がキャンパスのＲＩ排水の影響ということ

から、測定点はぶどう池水の流れ込む角脇調節池および公共下水道との接続部の二箇所として

いる。また毎年８月は外部業者と合同で採水・測定を行い、測定値の健全性を確認している。

測定はβ線放出核種およびγ線放出核種について行っていて、核種別（3H、14C、32P）のβ線放

出核種の定量には低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタを用い、全β線量の測定

には２πガスフローカウンタを用い、γ線についてはＧｅ半導体検出器を用いて測定している。

また、検出感度の向上のため、全β線および半導体検出器を用いた測定にはサンプルを蒸発乾

固させたものを測定用サンプルとしている。 

令和４年度の環境水の放射線量の測定は以下のとおり。 

 通算測定回数  採水年月日  測定完了年月日 測定結果 

 第１１８回 Ｒ４年 ５月２５日 Ｒ４年 ５月３１日 異常無し 

 第１１９回 Ｒ４年 ８月３０日 Ｒ４年１２月２７日 異常無し 

 第１２０回 Ｒ４年１１月２８日 Ｒ５年 １月 ５日 異常無し 

 第１２１回 Ｒ５年 ２月２８日 Ｒ５年 ５月３１日 異常無し 

 

◆ＲＩ排水の放流 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水は黒瀬川に放流されるが、この河川水は水量が少な

くかつ農業用水に利用されるため、東広島市との協定により、排水中に含まれるＲＩの濃度と

法定基準濃度との比が１０分の１以下の排水についてのみ放流できることになっている。 

令和４年度の放流は以下のとおり。 

  処理済槽採水年月日    測定完了年月日     放流年月日     放流水量 

Ｒ３年１１月 ９日   Ｒ４年 ２月 ７日  Ｒ４年 ５月１０日  ３４．２ m3 

 

なお、ＲＩ排水中に含まれるＲＩ濃度の測定は環境放射能測定と同一の方法で行い、法定基準

濃度との比が１０分の１以下であることが確認された。また、放流水の水質が環境基準および

排水基準を満たしていることを、環境安全センターに測定依頼することで確認した。 
 

◆液体シンチレータ廃液の焼却 

法令でＲＩを使用した実験で発生する有機廃液のうち、液体シンチレータ廃液に関しては各

事業所での焼却処理が可能であり、当部においても下記の期間において焼却を行った。 

 焼却期間：令和５年２月１３日 ～ 令和５年２月１７日 

 総焼却量：４０リットル 

 

なお、焼却する廃液の濃度は上限濃度目標値以下であり、１日あたり最大１２リットル焼却を

行った。 
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Ⅱ－２．施設管理活動状況 
 

【業務報告】 
◆空間線量率測定結果(令和４年４月～令和５年３月の平均) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「事業所境界」、「人が居住する区域」、「管理区域境界」は管理区域外、その他は管理区域内） 

 

◆表面汚染密度測定結果(令和４年４月～令和５年３月の平均) 

        単位はBq/cm2 

 

◆表面汚染密度測定結果(令和４年４月～令和５年３月の最大) 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 0.01 0.02 0.01 

汚染検査室 0.02 0.02 0.02 

廃棄物保管室 0.04 0.03 0.01 

使用室 0.30 0.03 0.02 

単位はBq/cm2 

管理区域内の表面汚染密度限度は、以下のとおりである。 

α線を放出する放射性同位元素 ： ４Bq/cm2 

α線を放出しない放射性同位元素 ：４０Bq/cm2 

 

 

 
測定値（平均） 

事業所境界 0.13 μSv/h 

人が居住する区域 0.11 μSv/h 

管理区域境界 0.11 μSv/h 

貯蔵室 0.18 μSv/h 

廃棄物保管室 0.10 μSv/h 

使用施設 0.11～0.14 μSv/h 

代表的な使用室 0.12 μSv/h 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

汚染検査室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

廃棄物保管室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

使用室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 
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◆ＲＩ保管量（令和５年３月３１日現在） 

 

核種 個数 
放射能量 
（MBq）  核種 個数 

放射能量 
（MBq） 

H-3 （非密封） 29 8691.262  Co-57 （密封） 4 2960.00 

C-14 （非密封） 29 361.980  Sn-119m （密封） 1 370.000 

P-32 （非密封） 1 0.000  Ra-226 （密封） 1 25.900 

Sr-89 （非密封） 2 0.00319     

Sr-90 （非密封） 3 0.362     

Cs-137 （非密封） 4 5.080     

    

 

◆令和４年度核種別新規ＲＩ受入量 ◆令和４年度ＲＩ廃棄物引渡し量 

 
◆自主検査 
検査施設：自然科学研究支援開発センター総合実験支援・研究部門アイソトープ総合部 
点検日：令和4年11月21日 
点検者：中島、稲田（晋）、松嶋、木庭、寺元、山崎、稲田（聡） 
結果：RIの個数と測定器の動作確認は後日行い、問題はなかった。その他、廊下の壁紙、小さなく

ぼみ、標識の劣化部分の補修、更新を後日行った。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センター総合実験支援・研究部門アイソトープ総合部 
点検日：令和4年12月 6日（重点自主検査） 
点検者：長沼 毅、遠藤 暁、澤田 正博（重点自主検査の検査員として参加） 
 中島、稲田（晋）、松嶋、木庭、寺元、山崎、稲田（聡） 
結果：自主検査記録で措置をした際の記録方法、各種記録の年度閉鎖における主任者の確認欄、外

国人の利用者がいるので緊急時の連絡体制の英語版の掲示などについて助言があった。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センター総合実験支援・研究部門アイソトープ総合部 
点検日：令和5年3月13日 
点検者: 中島、稲田（晋）、松嶋、木庭、寺元、山崎、稲田（聡） 
結果: RIの個数と測定器の動作確認は後日行い、問題はなかった。α、βダストモニタの劣化がみ

られるようである。業者からの保守点検の報告書を待ってGM管を交換予定。その他、問題なし。 

廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し数量 

可燃物 50L・ドラム缶 1 

難燃物 50L・ドラム缶 5 

難燃物(内制限数量超過) 50L・ドラム缶 1 

無機液体(内制限数量超過) 50L・ドラム缶 2 

   

   

核種 購入件数 
放射能量 

（MBq） 

H-3（非密封） 1 9.250 

C-14（非密封） 1 185.000 

P-32（非密封） 17 259.000 
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◆緊急作業に従事させる作業者に対しての緊急時の対応に関する教育及び訓練 
日時：令和5年3月20日 10時10分～10時45分 
場所：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部講義室 
対象者（危険時の応急措置の危険作業を行う作業者）： 
    中島、稲田（晋）、松嶋、木庭、寺元、宗岡 
参加者：中島、稲田（晋）、松嶋、木庭、寺元、山崎、稲田（聡） 
実施内容：予防規程、予防規程実施細則等関係規定の確認 
     自衛消防隊編成表の確認に関すること 

アイソトープ総合部での消防方法等に関すること 
     所轄消防署との協議に関すること 
 
 

― 52―



【2022年度のアイソトープ総合部を利用した業績】 

 

137Cs soil to rice transfer factor and soil properties: Fukushima and Kawauchi case study 

W. C. Bekelesi, T. Basuki, and S. Nakashima 

Radiation Safety Management, 21, 1-12 (2022).  

doi: 10.12950/rsm.220131. 

 

57Fe Mössbauer Spectroscopic Study on the Magnetic Structure of Niobium-doped Hematite 

H. Rahman and S. Nakashima 

Applied Physics A, 128:564 (2022).  

doi:  10.1007/s00339-022-05691-x. 

 

Intrinsic characteristics of coal combustion residues and their environmental impacts: A case study for 

Bangladesh 

Baquee K. Majlis, Md. A. Habib, R. Khan, K. Phoungthong, K. Techato, Md A. Islam, S. Nakashima, 

Abu R. Md. T. Islam, M. M. Hood, J. C. Hower 

Fuel, 324, 124711 (2022). 

doi:  10.1016/j.fuel.2022.124711. 

 

Improvement of Cs detection performance and formation of CsCl and Cs nanoparticles by tuning 

graphene oxide quantum dot-based nanocomposite 

B. S. Nugroho and S. Nakashima 

RSC Advances, 12, 19667-19677 (2022).  

doi:  10.1039/D2RA02091B. 

 

Influence of head group structure of cationic surfactants on the desorption of cesium from clays and clay 

minerals 

H. Wijayanto and S. Nakashima 

Applied Clay Science, 228, 106649 (2022).  

doi:  10.1016/j.clay.2022.106649. 

 

Distinction of Migration of Strontium-90 and Cesium-137 for Fukushima Soil and Sediment following 

the Fukushima Accident 

W. C. Bekelesi, T. Basuki, S. Higaki, and S. Nakashima 

Radiation Safety Management, 21, 26-35 (2022). 

doi:  10.12950/rsm.220527. 

 

Fast, Economical, and Reproducible Sensing from a 2D Si Wire Array: Accurate Characterization by 

Single Wire Spectroscopy 



M. Sakamoto and K. Saitow 

Anal. Chem. 94, 6672–6680 (2022). 

 

Ligand Effects on Photoluminescence and Electroluminescence of Silicon Quantum Dots for Light-

Emitting Diodes 

Y. Xu, S. Terada, Y. Xin, H. Ueda, and K. Saitow 

ACS Appl. Nano Mater., 5, 7787–7797 (2022). 

 

Cellulose Templating for π-Conjugated Polymer Orientation: An In Situ Time-Resolved Spectroscopy 

Exploration 

T. Sakata, T. Hirota, and K. Saitow 

ACS Appl. Polym. Mater., 4, 8166–8179 (2022). 

 

Stability of Silicon Quantum Dots Against Solar Light/Hot Water: RGB Foldable Films and Ligand 

Engineering 

K. Fujimoto, T. Hayakawa, Y. Xu, N. Jingu, and K. Saitow 

ACS Sustainable Chem. Eng., 10, 14451–14463 (2022). 

 

Near-Room-Temperature Synthesis of Alkoxysilanes and H2 via Mechanochemical Ball Milling 

Y. Miura, T. Kashiwagi, T. Fukuda, A. Shichiri, T. Shiobara, and K. Saitow 

ACS Sustainable Chem. Eng., 10, 16159-16168 (2022). 

 

Lanthanide and Actinide Ion Complexes Containing Organic Ligands Investigated by Surface-Enhanced 

Infrared Absorption Spectroscopy 

S. Hirata, R. Kusaka, S. Meiji, S. Tamekuni, K. Okudera, S. Hamada, C. Sakamoto, T. Honda, K. 

Matsushita, S. Muramatsu, T. Ebata, D. Kajiya, K. Saitow, T. Ikeda, T. Hirao, T. Haino, M. Watanabe 

and Y. Inokuchi 

Inorg. Chem. 62, 474-486 (2023). 

 

「もみ殻を原料にした量子ドット LEDの開発」 

齋藤健一 

NEW GLASS, 37, No2 (2022). 

 

Magnetic-field and pressure phase diagram of the triangular lattice antiferromagnet CsCuCl3 clarified 

by magnetic susceptibility measured with a proximity detector oscillator 

K. Nihongi, T. Kida, Y. Narumi, J. Zaccaro, Y. Kousaka, K. Inoue, K. Kindo, Y. Uwatoko, M. Hagiwara 

Phys. Rev. B, 105, 184416 – Published 13 May 2022 (2022). 

doi: 10.1103/PhysRevB.105.184416 

doi: 10.48550/arXiv.2203.06869. 



 

Hidden Heterometallic Interaction Emerges from Resonant Inelastic X-ray Scattering in Luminescent 

Tb−Pt Molecules 

T. Yoshida, A. Shabana, D. Izuogu, K. Fuku, T. Sato, H. Zhang, Y. Yamamoto, J. Kamata, H. Ohmagari, 

M. Hasegawa, G. Cosquer, S. Takaishi, T. Kaneko, T. Uruga, Y. Iwasawa, and M. Yamashita 

J. Phys. Chem. C, 126, 18, 7973–7979 (2022). 

doi: 10.1021/acs.jpcc.2c01396. 

 

Magnetic field and pressure phase diagrams of the triangular-lattice antiferromagnet CsCuCl3 explored 

via magnetic susceptibility measurements with a proximity-detector oscillator 

K. Nihongi, T. Kida, Y. Narumi, J. Zaccaro, Y. Kousaka, K. Inoue, K. Kindo, Y. Uwatoko, and  

M. Hagiwara 

Phys. Rev. B, 105, 184416 (2022) 

doi: 10.1103/PhysRevB.105.184416. 

 

Nonequilibrium chiral soliton lattice in the monoaxial chiral magnet MnNb3S6 

M. Ohkuma, M. Mito, H. Deguchi, Y. Kousaka, J. Ohe, J. Akimitsu, J. Kishine, and K. Inoue 

Phys. Rev. B, 106, 104410 (2022)  

doi: 10.1103/PhysRevB.106.104410. 

 

Magnetic ground state dependent magnetostriction effects on the chiral magnet CrNb3S6 

M. Ohkuma, M. Mito, Y. Kousaka, J. Ohe, J. Akimitsu, J. Kishine, and K. Inoue 

Phys. Rev. B, 107, 054427 (2023). 

doi: 10.1103/PhysRevB.107.054427. 

 

Soliton locking phenomenon in bulk single crystal of monoaxial chiral magnet MnNb3S6 

M. Ohkuma, M. Mito, Y. Kousaka, J. Ohe, J. Akimitsu, J. Kishine, and K. Inoue 

Appl. Phys. Lett., 122, 092403 (2023). 

doi: 10.1063/5.0137379. 

 

Ferroelastic-like transition and solvents affect the magnetism of a copper–organic radical one-

dimensional coordination polymer 

Y.-Li Gao, S. Nishihara, T. Suzuki, K. Umeo, K. Inoue and M. Kurmoo 

Dalton Transactions 51 (17), 6682-6686 (2022). 

doi: 10.1039/D2DT00135G. 

 

Insight into the Gd–Pt Bond: Slow Magnetic Relaxation of a Heterometallic Gd–Pt Complex 

T. Yoshida, A. Shabana, H. Zhang, D. C. Izuogu, T. Sato, K. Fuku, H. Abe, Y. Horii, G. Cosquer,  

N. Hoshino, T. Akutagawa, A. J. Thom, S. Takaishi, and M. Yamashita 



Bull. Chem. Soc. Jpn. 2022, 95, 513–521 (2022). 

doi: 10.1246/bcsj.20210429. 

 

New magnetic intermediate state, “B-phase,” in the cubic chiral magnet MnSi 

M. Ohkuma, M. Mito, M. Pardo, Y. Kousaka, S. Iwasaki, K. Ohishi, J. Akimitsu, K. Inoue, V. Laliena, 

and J. Campo 

APL Materials 10 (4), 041104 (2022). 

doi: 10.1063/5.0084342. 

 

Observing the orbital angular momentum of Fe and Co in chiral magnet Fe0.75Co0.25Si using soft x-

ray magnetic circular dichroism 

M. Mito, M. Ohkuma, T. Tajiri, Y. Kousaka, J. Akimitsu, K Inoue, and K. Amamiya 

Journal of Applied Physics, 131 (15), 153902 (2022).  

doi: 10.1063/5.0086493. 

 

Rate coefficients for the CH(X2Π) + CHX3 (X = Cl and Br) reactions and the propensity of the reactions 

of CH with halomethanes 

A. Yoshiki, Y. Sugino, S. Tendo, R. Fukami, H. Kohguchi, and K. Yamasaki 

Chem. Phys. Lett., 804, 139879 (2022). 

 

Role of the 3s and 3p Rydberg States in the Ultraviolet CH3 Photodissociation of Dimethylamine 

P. Wangchingchai, K. Yamasaki, and H. Kohguchi 

Chem. Phys. Lett., 800, 139671 (2022). 

 

Overall and state-to-state quenching of atomic oxygen O(2p33p 3PJ) by collisions with He and N2 

S. Tendo, Y. Tanimoto, T. Daijogon, M. Adaniya, D. Kawabata, K. Kobayashi, H. Kohguchi, and  

K. Yamasaki 

Chem. Phys. Lett., 797, 139508 (2022). 

 

Generation of Highly Vibrationally Excited CO in Sequential Photodissociation of Iron Carbonyl 

Complexes 

K. Nagamori, M. Haze, H. Nakata, O. Zingsheim, K. Yamasaki, and H. Kohguchi 

J. Phys. Chem. A, 126, 306-313 (2022). 

 

Complete rotational assignment of the (0,0) vibrational band of the A1Π–X1Σ+transition of carbon 

monosulfide 

Y. Kuroko, M. Kanesaki, H. Kohguchi, and K. Yamasaki 

Chem. Phys. Lett., 789, 139326 (2022). 

 



Detection of atomic bromine (4p5 2PJ; J = 1/2, 3/2) by two-photon laser-induced vacuum ultraviolet 

emission 

S. Tendo, A. Nishimura, Y. Ogino, H. Kohguchi, and K. Yamasaki 

Chem. Phys. Lett., 787, 139253 (2022). 

 

New lankamycin derivative with a branched-chain sugar from a blocked mutant of chalcose biosynthesis 

in Streptomyces rochei 7434AN4 

M. Zhang, B. Shuang, and K. Arakawa 

Bioorg. Med. Chem. Lett., 80, 129125 (2023).  
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